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●

●

●
病院で妊娠がわかったらすぐに交付を
受けることができます。交付場所は健
康福祉センター。毎週水曜の9：00～
11：00に交付しています（相談日に都
合がつかない場合には連絡を）。
持ち物＝印鑑・マイナンバーor通知カード

生まれてから14日以内に手続きを行っ
てください。市役所本庁舎および各支
所窓口サービスセンターで手続きがで
きます。出生届と同時に様々な支援
サービスの手続きもできます。
持ち物＝母子健康手帳・健康保険証・
印鑑・振込口座番号がわかるもの

●
子どもを対象とした定期予防接種につ
いては、健康増進課が毎年春に発行す
る「健康づくり日程表」を参考にして
ください。

医療機関で妊婦健診を受ける費用を補
助します。母子健康手帳と一緒に交付。

●

赤ちゃんの食事・予防接種・市のサー
ビスなどに関するパンフレットを母子
健康手帳と一緒にお渡しします。

●

●

毎週水曜が相談日です。母子健康手帳交
付会場にて、保健師等が対応します。電
話相談は随時可能です。必要に応じて自
宅への訪問も行います。

●

医療機関で乳児（１歳未満）健診を受け
ることができます。出生届と同時にお渡
しします。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

毎週水曜が相談日です。母子手帳交付
会場にて、保健師等が対応します。電
話相談は随時可能です。

●

電話相談を随時行っています。

●

●

●

●

親子料理教室を年数回
行っています。

●

●

●

●

子どもの発達・予防接種・危険防止な
どに関するパンフレットを出生届と同
時にお渡しします。

●
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管理栄養士や保健師が食事や栄養に関する講座を開くマ
タニティカフェ。妊婦疑似体験・沐浴指導・先輩ママや
パパとの交流などを行うパパママ学級。妊婦さんに大切
な食事について学び、調理実習も行うマタニティキッチ
ン。助産師・保健師が骨盤や母乳のケアなどを指導する
プレママ教室。
　妊婦さんとその家族を対象に、４つの講座を行ってい
ます。日程等は健康増進課作成の「健康づくり日程表」

（P.58参照）にてお知らせしています。

　子育て中の家族に「おむつ引換券」を交付し、おむつ用品（紙
おむつ・布おむつ・おむつカバー・おむつライナー・おしり
ふきなど）の購入を補助しています。1ヵ月2000円を上限とし、
出生月の翌月から 1 歳になる月までの 12ヵ月間交付します。　
　市が指定したドラッグストアやコンビニエンスストアなどで
利用できます。利用時にはおむつ引換券と子ども医療費助成金
受給資格者証の提示が必要（おつりは出ません）。南アルプス
市独自の子育て支援策として、市内のママ・パパから好評を得
ている事業です。

　出産後から４ヵ月健診までの間に、保健師または助産
師が家庭を訪問します。原則１回ですが、要望や状況に
応じて複数回訪問することもあります。子どもを迎えて
の新しい生活や親子関係が、よりスムーズに進められる
ようにと行っている子育て支援です。訪問時には、授乳
指導・赤ちゃんの体重測定・ママの健康相談・育児相談
などを行います。いざという時に頼れる地域の保健師や
助産師との “つながり” を築くことも目的にしています。
利用者の側から訪問をリクエストすることもできます。

マタニティスクール
またにてぃすくーる

乳児用おむつ用品支給事業
にゅうじようおむつようひんしえんじぎょう

産後の産婦訪問
さんごのさんぷほうもん

↑会場はいずれも南アルプス市健康
福祉センター（かがやきセンター）
で参加費無料（マタニティカフェは
300円）。お問い合わせは TEL055-
284-6000（健康増進課）。

↑ お 問 い 合 わ せ は TEL055-284-6000
（健康増進課）。必要に応じて、妊婦のい
る家庭への訪問も行っています。

↑お問い合わせは TEL055-284-
6000（健康増進課）。
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　出産後、育児不安や体の疲れを感じてい
るママが対象（産後４ヵ月頃まで）。笛吹
市にある産前産後ケアセンターに宿泊して
休養をとったり、子育てのアドバイスを受
けたりすることができます。３泊４日まで
宿泊料を県と市が補助し、利用者負担は１
泊２食 6100円となっています。センター
には助産師が常駐。授乳や沐浴の指導・おっ
ぱいケア・育児相談など、心身両面からマ
マをサポートし、同時に育児に関する様々
な知恵や技術を伝えています。
　山梨県で一番最初に南アルプス市が同セ
ンターへの「日帰りケア」の補助をスター
トさせました（3000円 + 昼食代 900円で利
用できます）。

　研修を積んだホームビジター（ボラン
ティア）が子育て中の家庭を訪問。利用者
の要望に応じたサポートを行う子育て支援
です。サポート内容は、一緒に公園や支援
センターに遊びに行く、食事や離乳食を作
る、ちょっとした相談に乗るなど、比較的
気軽に頼める事柄が中心（家事の代行やベ
ビーシッターは不可）。子育て支援の NPO
法人あんふぁんねっとがコーディネート役
を務め、利用者とホームビジターの間に
立って活動内容や訪問日程等を調整します。
ホームビジターと親子が仲よくなって、地
域でのつながりが広がっていくこともこの
事業の目的の一つ。年１回、ホームビジター
養成講座を開催しています。

↑ゆったり休養するのか、助産師に体をケアし
てもらうのか、何を中心に利用するのかは利用
者とセンターのスタッフが相談して決めます。
利用前に市の窓口等で申請が必要。お問い合わ
せは TEL055-284-6000（健康増進課）。

↑利用対象は南アルプス市在住で未就学児を
持つママ（パパ）。週１回２時間×４回の利
用で、利用料は無料。子育て支援課から委託
を受けて、あんふぁんねっとが事業運営を
しています。お問い合わせは TEL055-269-
7568（あんふぁんねっと）。

産後ケア事業
さんごけあじぎょう

ホームスタート
ほーむすたーと
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　生後４ヵ月・10 ヵ月・１歳６ヵ月・２歳・３歳が対象。
月齢別に日を決めて、月２回ほど行っています（日程は
健康づくり日程表で告知）。内容は診察・体重測定・栄
養相談・歯科相談・育児相談など。４ヵ月時には「ブッ
クスタート」として、２冊の絵本をプレゼントしています。
　別に「乳児一般健康診査受診票」を交付しているので、
１歳未満の赤ちゃんは医療機関で２回の乳児健診を受け
ることができます。

　生後７ヵ月の赤ちゃんと保護者を対象に行っています。毎月１回、
かがやきセンターで開催。管理栄養士による離乳食のお話では、食
材・回数・量・形態など、離乳食の進め方を具体的に伝えます。調
理室では、野菜・白身魚・ささみなどの様々な食材を用いての調理
実習。離乳食の量や固さを実体験しながら調理、そして試食も行い
ます。赤ちゃんとお母さんを見守ってくれる地域の愛育班員も付き
添います。
　９〜 11ヵ月児むけの教室も年に 4 回行っています。

　利用期間の短い赤ちゃん用のチャイルドシートとベ
ビーベッドを無料で貸し出しています。利用対象者は市
内在住で１歳未満の赤ちゃんの保護者（出産予定１ヵ
月前から借りることもできます）。本庁の子育て支援課、
もしくは各支所窓口サービスセンターで申請することが
できます。チャイルドシート・ベビーベッドともに委託
業者が各家庭までお届けします。子育て中の家族の経済
負担軽減および交通安全のために行っている市のサービ
ス。毎年 200 〜 300 の家庭が利用しています。

乳幼児健診
にゅうようじけんしん

離乳食教室
りにゅうしょくきょうしつ

チャイルドシート・ベビーベッド貸出
ちゃいるどしーと・べびーべっどかしだし

↑ 会 場 は い ず れ も か が や き セ ン
ター。決められた日程に都合がつか
ない場合は応相談。お問い合わせは
TEL055-284-6000（健康増進課）。

↑ お 問 い 合 わ せ は TEL055-282-
7293（子育て支援課）。

↑かがやきセンターで開催。お問
い合わせは TEL055-284-6000（健
康増進課）。
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　仕事・就職活動・通院・冠婚葬祭・リフレッシュな
ど、様々な理由で一時的な保育が必要な場合、市内の4
つの保育所（白根保育所・豊保育所・大明保育所・マコ
ト愛児園）に子どもを預けることができます。利用対象
は、保育所や幼稚園に通っていない未就学児。事前の登
録が必要です。利用時間は平日８：30 〜 16：30。１日
の利用料金は４歳以上 1300 円、３歳 1500 円、３歳未
満 1800円（マコト愛児園の利用時間・料金は直接お問
い合わせを）。詳細は各園までお問い合わせください。

　子育てを手助けしてほしい人（おねがい会員）と子育ての手助け
をしたい人（まかせて会員）との間を結ぶ子育て支援事業です。子
育て支援課が両者をコーディネートします。支援の内容は、子ども
の預かり、園や塾への送迎など。利用料は１時間 800円（土日祝日
や夜間は１時間 900円）で、うち 200円を市が助成しています。お
ねがい会員の対象は生後３ヵ月〜12歳の子どもを持つ親、まかせ
て会員の対象は講習を受けた18歳以上の方で、ともに事前登録が
必要。現在、両方の会員登録を募集しています。

　感染症や風邪などの病気のため、通常の園生活や学
校生活が困難な子どもたちを預かる取り組みです。市
内では、こもれびこどもクリニックの「病児保育室うら
ら」やさくらんぼ保育園の「病後児保育室つぼみ」など
で実施（つぼみは病後児のみ）。市外の病児保育施設を
利用するこでもできます。利用対象は園児およびおおむ
ね10歳までの小学生で、事前登録が必要。市民は利用
料金１日 2000円（課税状況に応じて０〜2000円）、市外
2500円。利用時には医師による診療情報提供書が必要。

一時預かり
いちじあずかり

ファミリーサポートセンター
ふぁみりーさぽーとせんたー

病児・病後児保育
びょうじ・びょうごじほいく

↑お問い合わせ先は
白根保育所 TEL055-285-3603
豊保育所 TEL055-282-0189
大明保育所 TEL055-282-1307
マコト愛児園 TEL055-282-1510

↑平日 8：30 〜 17：30 に利用できま
す。お問い合わせはこもれびクリニック
TEL055-269-6070 またはさくらんぼ保
育園 TEL055-282-8111 まで。

↑お問い合わせは TEL055-282-
7293（子育て支援課）。
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　「完璧な親もいなければ、完璧な子どももいない」。カ
ナダ生まれの子育て中の親支援プログラム「ノーバ
ディーズ・パーフェクト・プログラム」を行っています。
安全・しつけ・こころ・家族との関わりなどのテーマに
沿ってグループトーク。参加者同士の話し合いの中で子
育てについて学び合い、また親同士のつながりを深める
ことを目的にしています。託児付きの連続８回講座で、
参加費は4000円。毎回のティータイムも参加者のお楽
しみになっています。

↑毎年２回（５月と10 月）開催。要項は
市の広報、あるいは支援センターや図書
館に置かれるチラシで告知します。お
問い合わせは TEL055-269-7568（あん
ふぁんねっと）。

子育て応援講座
こそだておうえんこうざ

　健康増進課が年度ごとに製作。南アルプス市が行っている、市民
の健康に関するサービスを紹介しています。妊娠から出産、乳幼児
期のサービス、あるいは毎年のように変更がある定期予防接種の情
報もわかりやすくまとめられています。子宮頸がん検診、乳がん検
診、巡回検診や人間ドックなど、ママ・パパにとっても必要な大人
の健康に関する情報も掲載しています。

　南アルプス市の各地区には愛育会という組織がありま
す。地域の誰もが健康で暮らせるように、ぬくもりを感
じながら暮らせるように、行政と連携して活動している
組織です。愛育会が日常の暮らしの中で一番大事にして
いる活動は声かけ・見守り。「こんにちは」と声をかけ
ることが、健康で暮らしやすい地域を作っていく第一歩
だと考えています。
　また、離乳食教室での託児のお手伝い、健康フェスタ
での虫歯予防の啓蒙（着ぐるみ劇）、地域独自の活動（ベ
ビーマッサージ・ハイハイよちよち大会などの親子むけ
イベント）等も活発に行っています。

健康づくり日程表
けんこうづくりにっていひょう

愛育会活動
あいいくかいかつどう

↑子育ての中で困ったことや気づい
たことがありましたら近くの愛育班
員さんにお声かけください。

↑お問い合わせは TEL055-
284-6000（健康増進課）。



毎週水曜に、かがやきセン
ターで行っている健康相談
がよかったです。1歳になる
前は月1回ペースで行ってま
した。保健師・助産師・栄養
士がいて、さまざまな相談に
対応してくれます。

心身ともに大変だった産後3
週間くらいのときに、保健師
さんと助産師さんが訪問し
てくれました。パパも一緒に
じっくり話を聞いたので、つら
いときを夫婦でともに乗り越
えた実感が持てました。

千葉から甲府、そして南アル
プスへと移住しました。スー
パーなどがまとまっていて、
車で一度に買い物できるの
が意外と便利。そして富士
山をこんなふうに毎日眺めら
れるなんて最高！

乳幼児健康相談で保健師
さんや栄養士さんが子育て
の相談に乗ってくれます。離
乳食・睡眠・体のことなど、な
んでも気軽に話すことができ
て助かりました。予約なしで
行けるのもいいところ。

初めてのお産の後、産前産
後ケアセンターを利用できた
のがよかったです。母乳のこ
となど一通り教えてもらって、
休息もとれました。そこで知り
合ったママとは、今もママ友
としてつながっています。

おむつ券や子育てハンドブッ
クなど、使い勝手がよくて他
の市町村にはない取り組み
に、子育て支援の手厚さを
実感。健診のときも親身に話
を聞いてくれるなど、市の職
員の雰囲気もいいですね。

マ
マ
た
ち
に

聞
き
ま
し
た！

「「いいいいねね！！ 南南アルプアルプススでで子育子育てて」」
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南アルプス市では、地震などの大規模災害時に備え、非常持出品の準備を呼びか

けています。子育て中の家庭では、一般的な非常持出品に加えて、オムツやミル

クなどの別の持出品が必要です。

子育て支援の専門家で、防災士の資格も持つ軽部妙子さんのアドバイスとともに、

子育て中の家族の間で共有しておいてほしい防災情報を紹介します。

Q　災害時の非常持出品（❶）として、どん
なものを備えるとよいですか？
軽部　家庭に小さな子どもがいる場合、防災
グッズも子どもとの被災生活を想定したもの
を備えることになるのですが、まずは普段の
おでかけの際にマザーズバッグに入っている
オムツ・ミルク・哺乳瓶・お尻ふき・着替え・
タオル・母子手帳を準備してもらいたいです。
Q　他には？
軽部　それらに加えて、ビニール袋・マスク・
ライトなど被災生活で役立つもの、あるいは
チョコレートや飴など、大人も子どもも食べ
られるカロリーの高い食べ物も備えておくと
よいでしょう。準備するものは子どもの月齢
や特性によっても違ってくるので、時々見直

すことも必要です。また、普段から外出時に
ペットボトル飲料を携帯したり、いつものマ
ザーズバッグに小銭や飴などを入れておくな
ど、“ いざというとき ” を頭の片隅に意識し
ながら行動する習慣ができるといいですね。

ダンゴムシのポーズダンゴムシのポーズ
Q　防災グッズ以外に準備しておくことは？
軽部　子どもが園に行っているときは？パ
パが仕事で遅いときは？…いろいろなケース
を想定しておいて、災害時の待ち合わせ場所
を複数決めておくなど、家族の約束事を決め
ておくのが大事です。
Q　災害が起きたその瞬間、子どもを守るた
めには？

防災対策
ぼうさいたいさく

❶災害時の非常持出品
飲料水・粉ミルク・哺乳瓶・哺乳瓶消
毒剤・紙オムツ・お尻ふき・ウエット
ティッシュ・着替え・ガーゼのハンカ
チ・タオル・離乳食やベビーフード
などの食糧・子ども用のスプーンや
フォーク・お気に入りのおもちゃ・母
子健康手帳・お薬手帳・健康保険証・
子ども医療費助成金受給資格者証など。
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軽部　地震が起きたとき、死亡原因の多くは
家具や家屋の倒壊による圧迫死です。寝室・
キッチン・リビングなどの危険箇所を把握す
るとともに、家具や家電製品の転倒防止、ガ
ラスの飛散防止グッズを活用（❷）すること
をおすすめします。隠れる場所がない空間で
地震に遭ったときのために覚えておいてほし
いのが「ダンゴムシのポーズ」（❸）。普段の
遊びの中に取り入れて、いざというときに自
然にできるようにしてもらいたいです。

防災を普段の生活に一部に防災を普段の生活に一部に
Q　防災イベントも行っていますね。
軽部　NPO 法人あんふぁんねっとの活動と
して、外出先で災害に遭ったことを想定して

の親子避難訓練、そして避難所に実際に宿泊
する「防災キャンプ」（❹）などを行っていま
す。実際にビニール炊飯をしたり、寝袋で寝
たりしながら、どんな防災グッズが必要なの
か、子どもたちはどんな反応を示すのかを実
感することができる。そんな手応えを感じて
いるので、毎年の恒例行事になっています。
Q　その他、防災対策についてアドバイスを。
軽部　がんばって “ 防災について考えよう ”
というのではなく、防災を普段の生活の一部
にしていくのが理想だと思います。親子のス
キンシップの一環としてダンゴムシのポーズ
をしたり、ときどき晩ご飯を防災食にしてみ
たり。ちょっと遊び心も取り入れながら、親
子で取り組んでもらえたら嬉しいです。

PPrroofifillee

❷家具の転倒防止グッズ
タンス・冷蔵庫などの大型家具を
固定するグッズ。テレビや電子レ
ンジなどの家電も大地震のときに
は “ 飛んでくる ” ので注意が必要。

❸ダンゴムシのポーズ
ママのお腹に子どもの頭を入
れ、お尻を押さえて守る。

❹防災キャンプ
非常食を食べる、避難所で寝るな
どの避難所生活を疑似体験する防
災イベント。あんふぁんねっとが
毎年開催。

❺防災減災ノート
あんふぁんねっとが制作し
た、子育て中の家族むけの
防災ハンドブック。コンパ
クトな防災の本があると、
災害時にもすぐに確認でき
るので便利。
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産前産後ケアセンターや産
婦訪問など、産後間もない
頃からの支援がありがたい。
スーパーの店員さんが荷物
を運んでくれるなど、地域全
体で親子を見守ってもらって
いるような安心感があります。

櫛形のアヤメ、伊奈ヶ湖の
紅葉、四季折々のフルーツ。
子どもと一緒に豊かな自然
を満喫して、私自身の楽しみ
も増えました。さまざまな体験
が、子どもたちの感性を育ん
でくれているように思います。

子育て支援課で教えていた
だいた産前産後ケアセン
ターを利用しました。わから
ないことだらけだった子育て
のスタートが、スムーズにでき
たと思います。ホームスタート
もいつか使ってみたいです。

秋田出身です。子育て応援
講座・一時預かり・健康相
談など、さまざまな子育て支
援を利用して助けてもらい、
知り合いもたくさんできました。
パパと一緒に参加したマタ
ニティスクールもよかった。

「今日もあんふぁん行く！」と、
子どもはあんふぁんねっとが
大好き。スタッフさんがいろん
な子育て情報に詳しいので、
わからないことはここで聞け
ば大丈夫。母子にとっての
「ホーム」みたいな場所です。

御勅使南公園や櫛形総合
公園など、ベビーカーを押し
て気軽に行ける広い公園が
あるのが素敵です。ウォーキ
ングしている人が声をかけて
くれたりして、ここで子育てで
きてよかったと思います。

マ
マ
た
ち
に

聞
き
ま
し
た！

「「いいいいねね！！ 南南アルプアルプススでで子育子育てて」」
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　勤めていた会社が潰れ失業保険も切れた頃、
『キャン・ユー・スピーク甲州弁？』を作り
ました。私にとっての甲州弁は“面白いネタ”
であり、正直これを残したいという思いはあ
まりなかったです。本の中のコーナー「山梨
おかっさん日記」は、都会育ちの妻が山梨
で家事や育児をする中で遭遇した甲州弁エ
ピソードを元に作ったもの。「よくでる息子」
（できのいい息子）の意味はわからず、「しゃ
あだに」（頻繁に）を虫のダニと勘違いし、「け
つをあかさない」（おもらししても黙ってい
る）の表現に驚き…。確かに甲州弁ってすご
い言葉です。
　取材であちこちの図書館に行きますが、南
アルプスの図書館はすばらしい！　子どもた
ちは恵まれてますね。私は本好きな子でした。
本といっても『少年マガジン』とかの少年誌、
そしてSFや推理小説。そう、真面目な本で

はなく、笑えて、何の役にも立たなさそうな
本が好きなんです。やってることは今も昔も
変わりませんね（笑）。甲州弁紙芝居を作っ
て、小学校でそれを読むこともあります。子
どもたちは「ももっちい」（くすぐったい）は
わかるけど、「けける」（のせる）はわからない。
いずれ甲州弁は消えてゆくのでしょう。
　好きな甲州弁は「ずでダメ」。「全然ダメ」
の意味ですが、裏には「あいつはダメな奴だ
けど、何とか面倒を見てやるか」というある
種の愛がある。キツい表現をするけど、実は
ちょっとやさしい。甲州弁って、山梨県人の
特性をよく表しているように感じます。いろ
いろ言わずに全てを許す「いいさよー」も好
きですね。近い将来に甲州弁がなくなってし
まうとすれば、こうした微妙な感情や、そこ
にある独特の人間関係もなくなってしまうの
かな。それはやっぱり少し寂しい気がします。

『キャン・ユー・スピーク甲州弁？』を2009年に自費出版。山梨県内では当時、

あの村上春樹の『1Q84』を超えるベストセラーとなり大いに反響を呼びました。

五緒川津平太（ごっちょがわつっぺえた）さん。“ふるさとの言葉”について、

今何を思うのでしょう？

南アルプス市（旧八田村）生まれ。

東京での会社員生活を経て帰郷後、

『月刊マイタウン』編集長を務める。

2009年に『キャン・ユー・スピーク

甲州弁？』を自費出版。現在、甲州弁

関連の講演会やTV出演などで活躍中。

甲州弁「ずでダメ」に秘められた山梨県人の愛
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